
インクルーシブデザインアイデアソン開催
インクルーシブデザインは多様な人々をデザインプロセスの上流から巻き込む手法です

今回は社会で活躍されている「センシティブユーザー*」と共に日常生活をオンライン

で共有しながら、課題発見からデザイン提案まで2日間のワークで行います

＊日常生活をされている障がいのある生活者のこと。インクルーシブデザイン

アイデアソンでは、障がい者と表現せず、「センシティブユーザー」と言います。

All
Online

プログラム

特定非営利活動法人インクルーシブデザインネットワーク
https://incl-design.net

❶ Zoomとmiroを使った完全オンラインワークショップです

❷ 新型コロナで変化しつつある生活から今後のデザインの方向を検討します

開催期間

参加費用

12月12日（土）12時〜18時、12月23日（水）13時〜17時30分

30,000円（１人）、会員は24,000円（１人）、定員20名

申込方法

「With コロナと言われても、、、ユーザーの本音と未来デザイン」

Withコロナの生活が推奨されているが、多様な人に対しての対策が考えられているか？
今回はユーザーの生活の一部を垣間見ながらPOST NORMALなデザインを考えます

テーマ／POST NORMAL INCLUSIVE DESIGN

❸2日開催、午後からの半日ワークなので集中して参加頂けます

1日目 前半／インクルーシブ座学、ビデオ観察でのワーク、ディープインタビュー
後半／課題の発見、気づきの共有、1日目のまとめ

2日目 具体提案、アイデア共有、ユーザーとの確認、各チーム発表、総評
（詳しくは別途ご案内）

11/4(水)募集開始11/17(火)締切（定員を超える場合は1社あたりの人数を調整致します）
https://incl-design.net/ideathon2020-entry/ から申込みください

https://incl-design.net/ideathon2020-entry/


オンラインワークの概要（使用ツール）

特定非営利活動法人インクルーシブデザインネットワーク

問い合わせ メールアドレス info@incl-design.net

参加通信環境条件

その他ご注意

チームは５チーム

参加者 参加者 参加者 参加者 事務局（ホスト）

共同ホスト（チャット、ブレイクアウトルーム管理）

❶ 参加者は1人のユーザーに対し４名のメンバーでチームを組み、進めます
座学やユーザー観察はZoom/YouTubeを使用し、チームディスカッションは
Zoomブレイクアウトルームで行います

×５チーム

❷ ユーザーの観察から見えてきた課題をmiroを使ってメンバーで議論を進めます

❸ ワークショップ(12日）以降も23日に向けて各チームで
オンラインでの議論を行います

※SNS等コミュニケーションツールは各自、各
チームにて準備ください
※議論日時、回数は各チーム意思にお任せします

※miroはオンラインで複数人と共同作業ができる
ホワイトボードツールです。ブレストや情報整理
など実施することが可能です

※Zoomはテレビ会議と同様に映像と音声を使って、
社外にいる相手とのコミュニケーションを可能にし、
ビジネスシーンでの機能が搭載されたツールです

・通信環境が著しく悪い場合、参加をご遠慮頂く場合があります

・通信費用は各自でご負担頂きます

・ワークショップ開催中の各映像、音声はプライバシー保護のため録画、録音は出来ません

・参加申込みされても定員オーバーで参加いただけない場合があります（事務局からメールで参加可否を連絡します）

・2日目発表会は参加企業の上司、同僚の方にも見て頂くことが可能です（申込み方法は別途連絡いたします）

・通信推奨速度 上下100Mbps以上

・パソコン＋マウス、またはタブレット＋タッチペンで参加できる方（スマートホンでは参加できません）

※各参加会社の端末を使う場合は企業通信ルール/セキュリティルールを遵守ください

センシティブ
ユーザー


